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地域に、人が集まり、仲間が助け合える場をつくる－戸倉漁師の会 
 

宮城県沿岸の漁港 142 ヶ所はすべて震災で甚大な被害を受けました。とくに漁港と集落が一体となっ

た地域は生業だけでなく暮らしの基盤も失い、住民離散による故郷

消滅の危機にも見舞われました。 

南三陸町戸倉は、リアス式海岸沿いに水戸辺、波伝谷などの

集落と中小の漁港が点在する地区です。震災で漁港も養殖設備

も壊れ、多くの漁業者が船と家屋を失いました。 

その戸倉地区に 2 年前、新鮮な海の幸や山の幸を提供する「感

謝祭」の開催とオリジナルの商品づくりに取り組む漁業者のグループ

が誕生しました。「戸倉漁師の会」です。 

会長の松岡孝一さんは「震災を経て戸倉の漁師たちの結束はよ

り強くなった」と言います。戸倉には、同じ町内の志津川や歌津のよ

うに人が集まる商店街も復興市もありませんでした。そこで全国から寄せられた支援への感謝を込めて、

月 1 回、第２日曜日に波伝谷漁港で“海あり、山あり、美味いもんあり”の「戸倉漁師の会 感謝祭」を

行なうことにしたのです。感謝祭は今年の 5 月で 15 回を数えます。毎回、石巻や仙台からの観光客はも

ちろん、他の町へ移住した人たちも戻ってきて、故郷の賑わいを体験していきます。 

また漁業の 6 次産業化を目指し、カキを酒粕で漬けた「ほろ酔い牡蠣」

やヒジキのシバ漬けなど新たな商品開発にも挑んでいます。 

震災から 6 年、高台への集団移転が終わり、港湾施設の復旧も進み

ました。一方、ホヤが輸出できずカキも思ったほど価格が上がらない、後継

者が不足しているなど、まだ苦労は続きます。 

「漁師の会のメンバーは現在 10 数名。戸倉には 100 人前

後の漁業者がいる。イベント会場などの課題はあるが仲間を増

やしていきたい」と松岡さん。「海に出られなくなった年配の漁師を、

仲間の若い漁師が手伝うことができる」と期待します。村岡賢一

さんも「楽しみながら仕事ができるような仲間づくり、地域づくりが

大事」と話します。 

「漁業も暮らしも、本当に大変なのはこれから」と松岡さんが言うように、被災地の復興はまさにこれから

が正念場です。 

 

 


